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（
懐
徳
堂
記
念
會
）

0
秋
季
講
座
昭
和
三
十
四
年
九
月
二
十
八
日
よ
り
十
月
三
日
ま
で
、
本

會
及
阪
大
文
學
部
主
催
、
朝
日
新
聞
祉
後
援
で
、
苺
日
午
後
六
時
半
よ
り
、

阪
大
醤
學
部
第
二
講
堂
に
於
て
、
第
十
八
回
講
座
開
講
、
聴
講
者
延
二
百

五
十
人
。

演
題
と
講
師

ロ

ビ

ン

ソ

ン

と

ガ

リ

バ

ー

阪

大

教

授

村

上

至

孝

先

生

テ
レ
ビ
に
よ
る
學
習
と
教
育
の
愛
革
（
幻
燈
使
用
）

同
助
教
授
田
中
正
吾
先
生

難
波
宮
址
の
稜
掘
と
昔
の
ナ
ニ
ワ
（
幻
燈
使
用
）

大
阪
市
大
講
師
山
根
徳
太
郎
先
生

イ
ソ
ド
の
佛
蹟
（
幻
燈
使
用
）
京
大
助
手
梶
山
雄
一
先
生

祉

會

學

の

歴

史

と

怖

學

阪

大

教

授

蔵

内

敷

太

先

生

漢

法

醤

學

と

ベ

ル

グ

ソ

ソ

の

哲

學

同

澤

漑

久

敬

先

生

0
記
念
祭
典
十
月
十
七
日
北
濱
本
會
に
於
て
、
午
後
一
時
半
よ
り
記
念

祭
典
執
行
、
終
つ
て
京
大
名
巻
教
授
那
波
利
貞
先
生
の
「
中
國
の
粛
儀
に

つ
い
て
」
と
題
す
る
記
念
講
演
が
あ
っ
た
。

〇
十
一
月
二
十
四
日
理
事
岡
橋
林
氏
逝
去
。

0
昭
和
三
十
五
年
三
月
三
十
一
日
藤
理
事
退
任
。

0
四
月
一
日
村
田
敷
之
亮
氏
理
事
就
任
。
~

0
春
季
講
座
五
月
二
日
よ
り
二
十
八
日
ま
で
、
本
會
及
阪
大
文
學

彙

報

六
七

部
主
催
、
朝
日
新
聞
祉
後
按
で
、
阪
大
醤
學
部
第
二
講
堂
に
於
て
、
侮
日

午
後
六
時
半
よ
り
第
十
九
回
講
座
開
講
、
聴
講
者
延
三
百
十
名
。

演
題
と
講
師

荀
子
と
経
學

中
國
古
代
法

静
齋
門
の
論
語
學

詩
人
蘇
東
披

枕

草

子

敬
に
つ
い
て

木
村
英
一
先
生

内
田
智
雄
先
生

壺
井
義
正
先
生

倉
田
淳
之
助
先
生

林
和
比
古
先
生

笠
原
仲
二
先
生

（
懐
徳
堂
堂
友
會
）

0
昭
和
一
二
十
四
年
十
月
一
日
『
』
第
三
十
琥
被
行
。

0
見
學
會
十
月
十
八
日
、
法
隆
寺
の
佛
像
や
建
築
を
、
森
暢
先
生
の
指

尊
で
見
學
。
あ
い
に
く
雨
と
な
っ
た
の
で
参
加
者
少
く
十
八
名
。

昭
和
一
二
十
五
年
六
月
五
日
、
源
豊
宗
先
生
の
指
尊
で
、
秋
篠
寺
、
法
華

寺
、
大
安
寺
見
學
、
参
加
者
三
十
五
名
で
非
常
に
盛
會
で
あ
っ
た
。

阪
大
教
授

同
志
祉
大
教
授

閥
大
教
授

京
大
助
教
授

阪
大
助
教
授

立
命
大
教
授






